




〇対象生徒について

＜対象生徒＞
高等部２年 四肢麻痺がある生徒（男子１名、女子１名）

＜対象生徒A＞
〔生徒の実態〕
・感音性難聴で補聴器を使用している。
・発語が不明瞭
・単語か２語文程度で伝えてくることが多い。
・発語に加えて、サインやジェスチャーで伝
えてくるが、四肢まひのため、正確な動作
が難しく伝わりづらい。

・電動車いすを使用している。
・物の名前を聞いて、カードを選ぶことがで
きる。

・教師の言葉の指示がわかり行動できる。

＜対象生徒B＞
〔生徒の実態〕
・教師の問いかけに対して、表情や視線で意思表
示を行う。

・発語は限られているが、いろいろなことを伝え
たい気持ちが強い。

・関わりが少ない教師では、「はい・いいえ」を
正確に読み取ることが難しい。

・座位保持が困難。
・座位保持装置での保持は可能。状況や気持ちに
よる筋緊張の高まりが影響し、保持が難しくな
る。

・筋緊張によって反り返り、呼吸が制限されるこ
とがある。



対象生徒A

〇仮説

ICT機器を活用できる環境を整えることで、発語で
は表現できる手段を確立することができるのではな
いだろうか？

〇目標

ICT機器を活用して、自分の考えや要求を複数の言
葉で伝えることができる。



対象生徒B

〇仮説

ICT機器を活用できる環境を整えることで、ふだん関わりが少ない
人にも、よりはっきりとした手段で意思表示することができるの
ではないか？

〇目標

ICT機器を活用して、２つの選択肢から選び、意思
表示することができる。



①タブレット操作時の環境設定

〇実態把握

・正中線を越えて、タブレットに触れることができた。

アイコンを押すときに少し上の部分を押してしまう。
指先（爪）で押してしまう。

・上肢を活用してアイコンに指先を合わせるときに、平面にあるこ
とで、正確にアイコンを押すことができなかった。

・指先（爪）で押してしまい、上手く押すことができず、反応して
くれない。

課題



〇タブレット操作時の課題の解決

・書見台を活用してタブレットに角度をつけ
る。

顔の正面にタブレットがくる環境を設定。

改善策

結果

アイコンの中心にポイントを合わせることができた。

自然と指の腹の部分で触れるような環境を設定。

どの部分が触れると反応してくれるのか、操作をしているうち
に自然と学ぶことができた。



②タッチ操作の指導の工夫

・タブレットを操作するときには、タップ、スワイプ、スクロールというジェ
スチャを活用して操作することとなる。

ボウリングのアプリ
投球するときにスワイプとスクロール

一本の指で画面を軽くタッチする。
画面の上から指を離
さずに、
画面の上で一本の指
を移動する。画面の上で１本の指を素早く移動す

る。

楽しみながら学ぶことができる。メリット










